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る細胞培養容器のφ35 シャーレと 96 ウェル
プレートの底面の振動速度の測定を行った。
2.実験方法

















本実験で使用したφ35 シャーレを図 1 に、
スパッタリング法を用いて内側に金を成膜し
たφ35 シャーレを図 2 に、スパッタリング
法を用いて外側に金を成膜したφ35 シャー
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レを図 3 に、96 ウェルプレートの 1 穴を図
4 に、スパッタリング法を用いて外側に金を
成膜した 96 ウェルプレートの 1 穴を図 5 に
示す。成膜した金の厚さは、φ35 シャーレ
の内側で 300 Å（= 30 nm）、φ35 シャーレ
の外側と 96 ウェルプレートの 1 穴の外側で













から高さ 45 mm の位置になるように設置し、
φ35 シャーレと 96 ウェルプレート内の癌細
胞に照射している。振動速度の測定を行うに
あたり、高さ 45 mm に設置した測定対象と
なるφ 35 シャーレと 96 ウェルプレートの底
面から、レンズの先端部の距離が 170 mm
± 60 mm となるように LDV のセンサ部を
設置した。また、レーザーの焦点位置が、φ























心付近と中心から 10 mm 移動させた位置の
出力電圧と振動速度の関係を図 8 に、φ35
シャーレの外側に金を成膜した時の中心付近
と中心から 10 mm 移動させた位置の出力電
圧と振動速度の関係を図 9 に、φ35 シャー

















加電圧 189.2 Vp-p）時の振動速度は、図 8 で
は中心付近で 2.00 m/s、中心から 10 mm 移
動させた位置で 1.04 m/s であった。図 9 で
は中心付近で 1.06 m/s、中心から 10 mm 移
動させた位置で 0.88 m/s であった。図 10




る。更に、φ35 シャーレと 96 ウェルプレー









であった。中心から 10 mm 移動させた位置
での振動速度は内側の底面で 1.04 m/s、外
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図 10　φ35シャーレの内側と外側及び96ウェ
ルプレート1穴の外側に金を成膜した時の
中心付近の出力電圧と振動速度の関係
